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理念体系
JFRグループは、300年、400年という歴史の中で数々の危機に遭遇してきました。そうした状況に直面するたびに、「先義後利」「諸悪莫作、衆善奉行」という社是に立ち返り、お客
様や社会の変化を機敏に捉えながら事業活動を愚直に実践してきたことが、今日の経営につながっているものと確信しています。社会との共存なくして企業の発展はありません。
いま経営には、一層の長期視点により、社会に存在意義を放つ将来のあるべき企業像を描くことが不可欠となっています。環境や社会、人権などの課題から目を背けて企業活動を
行うことができないのは明らかです。そのような課題の解決に向けたサステナビリティの概念を企業戦略および事業戦略に組み込むことにより、将来の事業成長に向けた持続可能な経
営の枠組みを獲得できるものと考えています。社是を基軸にサステナビリティを経営の中核に据え、事業活動を通じた社会課題の解決に取り組むことにより、社会的価値と経済的価値
の両立をはかっていきます。

私たちは、時代の変化に即応した高質な商品･サービスを提供し、
お客様の期待を超えるご満足の実現を目指します。
私たちは、公正で信頼される企業として、
広く社会への貢献を通じてグループの発展を目指します。
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グループビジョン
基本理念

くらしの「あたらしい幸せ」を発明する。

人びとと共に、地域と共に、環境と共に

こころ豊かなライフスタイルを
プロデュースし、 地域と共生する
個性的な街づくりを行う

経営戦略／事業戦略

グループビジョン

サステナビリティ方針 コーポレートガバナンス方針書

目指す企業像と提供価値 

心身ともに豊かなくらし
すべての人々の

精神的豊かさ、身体的豊かさ、
社会的豊かさ、環境的豊かさを

実現すること

企業戦略・事業戦略と
　サステナビリティ経営を一体化

新たな価値創造を通じた
「Well-Being Life」の実現

当社の強みを活かした
　CSVの実践
　　（共通価値の創造）

価値創造プロセス理念体系
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サステナビリティの 
歩み JFRのマテリアリティ 環境の取り組み 社会の取り組み TCFD提言に沿った 

情報開示 社外からの評価 サステナビリティボンド
レポーティング データ集推進体制 ステークホルダー
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